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	応用
	抗原情報
	背景
	ヒストンH1.0は、H1リンカーヒストンファミリーに属するリジンを豊富に含むタンパク質です。H1ファミリーのタンパク質は、ヌクレオソーム間のリンカーDNAと相互作用し、高次クロマチンへの凝縮を媒介します。ヒストンH1は、ヌクレオソーム鎖の高次構造への凝縮に不可欠です。H1F0ヒストンは、分化の終末期にある細胞、または細胞分裂速度が低い細胞に存在します。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	ヒストン H1.0 抗体を使用したヒト腎臓溶解物中のヒストン H1.0 のウェスタン ブロット分析。
	

	ヒストン H1.0 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト精巣の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	ヒストン H1.0 抗体を用いた HepG2 のヒストン H1.0 の免疫蛍光分析。

